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(57)【要約】
　
【課題】　画面全体の表示内容を常時判断することがで
きる状態で残像現象を防止することができる液晶表示装
置および表示方法を提供する。
【解決手段】　中央演算部１８は、設定時間が経過する
度に、内部記憶部１６に記憶される表示位置Ｐｏｓに基
づいて、赤サブピクセル８ｒを黒色とする赤ピクセル９
ｒ、緑サブピクセル８ｇを黒色とする緑ピクセル９ｇ、
および青サブピクセル８ｂを黒色とする青ピクセル９ｂ
の単位領域Ｔ内での位置を計算する。そして、表示画像
のピクセルのうち、計算された赤ピクセル９ｒの位置に
あるピクセルの赤サブピクセル８ｒを黒サブピクセルに
置換し、計算された緑ピクセル９ｇの位置にあるピクセ
ルの緑サブピクセル８ｇを黒サブピクセルに置換し、計
算された青ピクセル９ｂの位置にあるピクセルの青サブ
ピクセル８ｂを黒サブピクセルに置換する。そして、置
換した画像を、表示処理部２０によって表示用デバイス
２１に表示させる。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数の基本画素から構成される複数の画素
のうち予め定める割合の画素を、予め定める時間が経過するごとに、選択する画素の位置
を予め定める順序で変化させて選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択された各画素を構成する基本画素のうちの１つの基本画素を
非表示にして、画像を表示画面に表示する表示制御手段とを含むことを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】
　前記画素は、赤色を表示するための赤色基本画素、緑色を表示するための緑色基本画素
、および青色を表示するための青色基本画素から成り、
　前記表示制御手段は、選択手段によって選択される複数の画素のうちの１／３の数の第
１の画素に含まれる赤色基本画素を非表示にし、選択手段によって選択される複数の画素
のうちの１／３の数であり、かつ第１の画素と異なる第２の画素に含まれる緑色基本画素
を非表示にし、選択手段によって選択される複数の画素のうちの１／３の数であり、かつ
第１の画素および第２の画素とは異なる第３の画素に含まれる青色基本画素を非表示にし
て、画像を表示画面に表示することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　画像の一部を他の画像に置換する置換手段と、
　前記選択手段によって選択された画素を構成する基本画素の１つを黒色とした画像を生
成する生成手段とをさらに含み、
　前記表示制御手段は、
　　前記置換手段によって、表示すべき画像の一部を前記生成手段によって生成された画
像に置換させ、
　　前記置換手段によって一部が置換された画像を表示画面に表示することを特徴とする
請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記予め定める順序は、予め定める割合の画素の位置を順次隣接する画素の位置に移動
し、全画素の位置を移動する順序であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記予め定める割合の画素は、均等に分散する位置にあることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数の基本画素から構成される複数の画素のう
ち、予め定める割合の画素を、予め定める時間が経過するごとに、選択する画素の位置を
予め定める順序で変化させて選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択された各画素を構成する基本画素のうちの１つの基本画素を非
表示にして、画像を表示画面に表示する表示制御ステップとを含むことを特徴とする表示
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示中に発生する残像現象を防止することができる液晶表示装置および表示
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイなどの表示装置は、静止画像を長時間連続して表示すると、焼き付け、残
像現象、輝度むらあるいはちらつきなどの問題が生じることがある。たとえば、液晶ディ
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スプレイで発生する残像現象は、電荷の偏りが固定化することによって発生する。これら
の問題を防止することができる従来の技術として以下のものがある。
【０００３】
　特許文献１に記載される強誘電性液晶表示装置は、液晶分子の配向状態が変化するよう
な正負一対の交流化された電圧パルスを所定の回数だけ印加して、表示データを消去し、
全画面を白または黒の状態とすることによって、表示終了時の表示データが液晶パネルに
書き込まれたまま保存されることによる特性劣化を回避し、焼き付け現象の発生を防止す
る。前記電圧パルスの印加は、表示開始前、表示終了時、割り込み発生時、所定の時間間
隔で、あるいは表示データが所定時間変化しないときに行なわれる。
【０００４】
　特許文献２に記載される液晶表示装置は、キーボードなどが操作されず操作者からの信
号が一定時間印加されない場合、あるいは焼き付け防止スイッチが操作された場合、全面
白表示と全面黒表示とを交互に表示画面に表示することによって、表示画面の焼き付きを
防止する。全面白表示と全面黒表示とを交互に表示画面に表示する代わりに、任意の画像
とその反転表示とを切り換えることも可能である。
【０００５】
　特許文献３に記載される液晶モニタの焼き付き防止方法は、所定時間画像に変化がない
場合、たとえば所定時間コンピュータの操作がされない場合に、表示していた画像を階調
反転した階調反転画像、全面白色画像、または全面黒色画像を表示することによって、長
時間同じ画像を表示した後、液晶内のイオン性不純物が片寄ることで発生する液晶モニタ
の焼き付きを防止する。
【０００６】
　特許文献４に記載されるプラズマディスプレイ装置は、人検知器によって人が検知され
ていない場合には、残像発生防止のための画像を表示することによって、残像現象および
輝度むらの発生を低減させる。残像発生防止のための画像は、通常の表示画像の反転画像
、全体が白１００％の静止画像、あるいは、一部が白１００％の画像で他が黒１００％の
画像でありかつ白画像部分が移動する動画像である。
【０００７】
　特許文献５に記載される表示装置の焼付防止方法は、一定時間ごとに、見た感じで気に
ならない程度ドット数単位で、たとえば５ドット以下で静止画像の座標を変換して表示す
る。
【０００８】
　特許文献６に記載される表示装置の焼付防止装置は、一定時間毎に画像をサブピクセル
単位で移動させることによって、表示している内容が移動していることを気づかせず、焼
付き防止を実現する。サブピクセル単位とは、実在する表示画素の最小単位である１ ピ
クセルよりも小さい仮想の画素の単位をいい、サブピクセル単位で移動させたときに、実
在する表示画素に表示すべき画像は、仮想位置に移動したピクセル値から補間して求める
。サブピクセル単位での移動は、平行移動、あるいは拡大と縮小との繰り返しによる移動
がある。
【０００９】
　特許文献７に記載される画像表示器の画面焼けを防ぐための方法は、一定時間の後に画
像をたとえば斜め方向に移動し、画面焼けを防止する。移動範囲は、画像全体がオリジナ
ル位置から最大５ピクセル離れた位置の範囲である。
【００１０】
　特許文献８に記載される液晶表示装置は、水平方向の所定の本数の黒線を１フレーム期
間で垂直方向に移動させることによって、残像およびチラツキを防止する。
【００１１】
【特許文献１】特開平４－２５０４１７号公報
【特許文献２】特開平９－２５１１５３号公報
【特許文献３】特開２００４－３２５８５３号公報
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【特許文献４】特開２００３－２１６０９７号公報
【特許文献５】特開２０００－２２７７７５号公報
【特許文献６】特開２００５－１０７１３２号公報
【特許文献７】特開２００６－１８９８８１号公報
【特許文献８】特開２００６－２０８７９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　図１４Ａおよび図１４Ｂは、焼き付きなどの問題を防止する従来の技術の例を示す図で
ある。図１４Ａ（ａ）は、画面に表示される画像６１を一時的に全画面黒い画像６１ａに
切り換える例である。特許文献１～４に記載される装置あるいは方法は、この例と同様に
、一時的に全画面を白、黒、または白と黒との混在とするものであるが、もともと表示さ
れていた画面の表示内容が分らなくなるという問題がある。特許文献２および３に記載さ
れる装置あるいは方法は、一時的に全画面を反転表示することも可能であるが、表示内容
が確認しづらくなるという問題がある。
【００１３】
　図１４Ａ（ｂ）は、画像６１全体を右方向、下方向、左方向、および上方向に、この順
序で少しずつずらして表示する例である。画像６１全体を右方向にずらした画像６１ｂ、
画像６１全体をさらに下方向にずらした画像６１ｃ、および画像６１全体をさらに左方向
にずらした画像６１ｄは、いずれも黒い画像６２が表示されるが、黒い画像６２が表示さ
れた部分の表示内容が分らなくなり、さらに、画面からはみ出して表示されない部分６３
が生じるという問題がある。特許文献５～７に記載される装置あるいは方法は、この例と
同様に、画像全体を少しずらして表示する例であるが、移動前後で色および輝度に変化が
ない部分に対しては、目的とする効果を期待することができないという問題がある。
【００１４】
　図１４Ｂ（ｃ）は、画像６１に対して横方向の黒い画像６４を画面下側から上方向に広
げていく例であるが、黒い画像６４が表示された部分の表示内容が分らなくなるという問
題がある。図１４Ｂ（ｄ）は、画像６１の中に縦方向の黒い帯状の画像６５を画面の左端
から右端に移動する例である。特許文献８に記載される装置は、水平方向の所定の本数の
黒線を垂直方向に移動させるもので、この例と方向は異なるものの、いずれも黒い画像部
分の動きが目立つために、その動きがユーザに気になるという問題がある。
【００１５】
　図１４Ｂ（ｅ）は、画像６１を圧縮し、圧縮画像６１ｅがない部分に黒い画像６６を表
示するものであるが、画像が変形して歪になるので、表示内容を確認しづらくなるという
問題がある。
【００１６】
　本発明の目的は、画面全体の表示内容を常時判断することができる状態で残像現象を防
止することができる液晶表示装置および表示方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明は、液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数の基本画素から構成される複数の画素
のうち予め定める割合の画素を、予め定める時間が経過するごとに、選択する画素の位置
を予め定める順序で変化させて選択する選択手段と、
　前記選択手段によって選択された各画素を構成する基本画素のうちの１つの基本画素を
非表示にして、画像を表示画面に表示する表示制御手段とを含むことを特徴とする液晶表
示装置である。
【００１８】
　また本発明は、前記画素は、赤色を表示するための赤色基本画素、緑色を表示するため
の緑色基本画素、および青色を表示するための青色基本画素から成り、
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　前記表示制御手段は、選択手段によって選択される複数の画素のうちの１／３の数の第
１の画素に含まれる赤色基本画素を非表示にし、選択手段によって選択される複数の画素
のうちの１／３の数であり、かつ第１の画素と異なる第２の画素に含まれる緑色基本画素
を非表示にし、選択手段によって選択される複数の画素のうちの１／３の数であり、かつ
第１の画素および第２の画素とは異なる第３の画素に含まれる青色基本画素を非表示にし
て、画像を表示画面に表示することを特徴とする。
【００１９】
　また本発明は、画像の一部を他の画像に置換する置換手段と、
　前記選択手段によって選択された画素を構成する基本画素の１つを黒色とした画像を生
成する生成手段とをさらに含み、
　前記表示制御手段は、
　　前記置換手段によって、表示すべき画像の一部を前記生成手段によって生成された画
像に置換させ、
　　前記置換手段によって一部が置換された画像を表示画面に表示することを特徴とする
。
【００２０】
　また本発明は、前記予め定める順序は、予め定める割合の画素の位置を順次隣接する画
素の位置に移動し、全画素の位置を移動する順序であることを特徴とする。
【００２１】
　また本発明は、前記予め定める割合の画素は、均等に分散する位置にあることを特徴と
する。
【００２２】
　また本発明は、液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数の基本画素から構成される
複数の画素のうち、予め定める割合の画素を、予め定める時間が経過するごとに、選択す
る画素の位置を予め定める順序で変化させて選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択された各画素を構成する基本画素のうちの１つの基本画素を非
表示にして、画像を表示画面に表示する表示制御ステップとを含むことを特徴とする表示
方法である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、選択手段によって、液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数の基
本画素から構成される複数の画素のうち予め定める割合の画素が、予め定める時間が経過
するごとに、選択する画素の位置を予め定める順序で変化させて選択され、表示制御手段
によって、前記選択手段によって選択された各画素を構成する基本画素のうちの１つの基
本画素を非表示にして、画像が表示画面に表示される。
【００２４】
　したがって、液晶表示パネルの表示画面を構成する画素のうち予め定める割合の画素を
構成する基本画素のみを黒表示にして順次移動するので、画面全体の表示内容を常時判断
することができる状態で残像現象を防止することができる。
【００２５】
　また本発明によれば、選択ステップでは、液晶表示パネルの表示画面を構成する、複数
の基本画素から構成される複数の画素のうち、予め定める割合の画素を、予め定める時間
が経過するごとに、選択する画素の位置を予め定める順序で変化させて選択する。そして
、表示制御ステップでは、前記選択ステップで選択された各画素を構成する基本画素のう
ちの１つの基本画素を非表示にして、画像を表示画面に表示する。
【００２６】
　したがって、本発明に係る表示方法を適用すれば、液晶表示パネルの表示画面を構成す
る画素のうち予め定める割合の画素を構成する基本画素のみを黒表示にして順次移動する
ので、画面全体の表示内容を常時判断することができる状態で残像現象を防止することが
できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　図１は、本発明の実施の一形態である表示装置１の構成を示すブロック図である。本発
明に係る表示方法は、表示装置１で処理される。
【００２８】
　表示装置１は、映像入力端子１１、リモートコントロール（以下「リモコン」という）
受光部１２、リモコン操作処理部１３、シリアルインタフェース（以下「シリアルＩ／Ｆ
」という）部１４、シリアル通信処理部１５、内部記憶部１６、外部記憶部１７、中央演
算部１８、表示用および表示処理用一時記憶部１９、表示処理部２０、表示用デバイス２
１、輝度制御部２２、カウンタａ２３、カウンタｂ２４、ならびに図示しないリモコンを
含んで構成される。
【００２９】
　映像入力端子１１は、映像信号を入力する端子であり、入力された映像信号を画像情報
として、表示用および表示処理用一時記憶部１９に送る。図１には、Ｎ個の映像入力端子
１～Ｎを示しているが、映像入力端子１１の数は１つでもよいし、複数でもよい。
【００３０】
　リモコン受光部１２は、図示しないリモコンによって操作された操作情報を表す光信号
を受光し、受光した光信号を電気信号に変換し、変換した電気信号が示す操作情報をリモ
コン操作処理部１３に送る。リモコン操作処理部１３は、リモコン受光部１２から操作情
報を受け取ると、受け取った操作情報に対して必要な処理を行い、処理した操作情報を中
央演算部１８に送る。
【００３１】
　シリアルＩ／Ｆ部１４は、シリアルインタフェースに接続され、シリアルインタフェー
スに接続される他の装置と、情報を送受信し、受信した情報をシリアル通信処理部１５に
送る。シリアル通信処理部１５は、シリアルＩ／Ｆ部１４から受け取った情報、たとえば
コマンドを処理し、処理した情報を中央演算部１８に送る。
【００３２】
　内部記憶部１６は、たとえばＲＡＭ（Random Access Memory）などの半導体メモリによ
って構成され、中央演算部１８によってアクセスされる。内部記憶部１６は、一時的にデ
ータを記憶するワークメモリであり、たとえばモードＭ、輝度設定Ｂ、表示位置Ｐｏｓお
よび設定時間Ｔ１などの情報を記憶する。
【００３３】
　図２は、サブピクセルを模式的に示す図である。ピクセル９は、表示画面を構成する画
素であり、１つのピクセル９は、たとえば、赤色を表示する赤色基本画素である赤サブピ
クセル８ｒ、緑色を表示する緑色基本画素である緑サブピクセル８ｇおよび青色を表示す
る青色基本画素である青サブピクセル８ｂの３つの基本画素であるサブピクセルによって
構成される。黒サブピクセルは、残像防止のために表示する色を黒色としたサブピクセル
であり、たとえばそのサブピクセルの駆動を停止して非表示状態とすることによって、黒
色とすることができる。
【００３４】
　モードＭは、黒サブピクセルを表示するか否かを示す情報であり、Ｍが「０」であると
、黒サブピクセルを表示しないことを示し、Ｍが「１」であると、黒サブピクセルを表示
することを示す。
【００３５】
　図３は、モードＭが「１」のときの表示画面３０の一部を模式的に示す図である。黒サ
ブピクセルｋを含むピクセルは、１つのピクセル９に含まれる３つのサブピクセルのうち
、赤色を表示するサブピクセル８ｒを黒色とする赤ピクセル９ｒ、緑色を表示するサブピ
クセル８ｇを黒色とする緑ピクセル９ｇ、および青色を表示するサブピクセル８ｂを黒色
とする青ピクセル９ｂの３種類がある。
【００３６】
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　赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂは、単位領域Ｔに１つずつ含ま
れる。単位領域Ｔは、横４個および縦６個の２４個のピクセルからなる領域である。表示
画面全体は、この単位領域Ｔを複数合わせて構成される。単位領域を用いて黒サブピクセ
ルを配置することによって、表示画面全体に均等に分散した位置に黒サブピクセルｋを配
置することができる。予め定める割合である画面全体のピクセルに対する黒サブピクセル
を含むピクセルの割合は、単位領域Ｔの大きさによって決まる割合である。
【００３７】
　このように、単位領域Ｔの大きさによって決まる割合のピクセルは、均等に分散する位
置にあるので、画面全体の表示内容の判断を妨げること防止することができる。
【００３８】
　図３に示した例では、赤ピクセル９ｒは、単位領域Ｔの最も左上の位置に配置され、緑
ピクセル９ｇは、単位領域Ｔの３段目の左端の位置に配置され、青ピクセル９ｂは、単位
領域Ｔの５段目の左端の位置に配置されている。
【００３９】
　輝度設定Ｂは、黒サブピクセルｋを表示するとき、輝度を上げるか否かを示す情報であ
り、Ｂが「０」であると、輝度を上げないことを示し、Ｂが「１」であると、輝度を上げ
ることを示す。たとえば、輝度を０～２９の３０段階で表し、数字が高いほど輝度が高い
とすると、黒サブピクセルを表示しない場合は、段階２０の輝度で表示し、黒サブピクセ
ルを表示する場合は、段階２５の輝度で表示する。
【００４０】
　図４は、単位領域Ｔ内の表示位置を示す図である。表示位置は、最も左上の位置が番号
「０」であり、それに隣接する位置が左から順に番号「１」～「３」であり、２段目は右
から順に番号「４」～「７」であり、３段目は左から順に番号「８」～「１１」であり、
４段目は右から順に番号「１２」～「１５」であり、５段目は左から順に番号「１６」～
「１９」であり、６段目は右から順に「２０」～「２３」である。
【００４１】
　表示位置Ｐｏｓは、単位領域Ｔの中で黒サブピクセルを表示する基準の位置を示す。単
位領域Ｔで赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂを表示する位置は、赤
ピクセル９ｒについては、表示位置Ｐｏｓが示す位置であり、緑ピクセル９ｇについては
、表示位置Ｐｏｓの値に「８」を加算した値を「２４」で除算した余りの値のＰｏｓの位
置であり、青ピクセル９ｂについては、表示位置Ｐｏｓの値に「１６」を加算した値を「
２４」で除算した余りの値のＰｏｓの位置である。たとえば表示位置Ｐｏｓの値が「０」
のとき、赤ピクセル９ｒは、表示位置の番号が「０」の位置であり、緑ピクセル９ｇは、
表示位置の番号が「８」の位置であり、青ピクセル９ｂは、表示位置の番号が「１６」の
位置である。
【００４２】
　図５は、設定時間Ｔ１ごとに単位領域Ｔ内を移動する黒サブピクセルの一例を示す図で
ある。予め定める時間である設定時間Ｔ１は、黒サブピクセルを移動してから次の位置に
移動するまでの時間であり、たとえば「６０」分に設定される。
【００４３】
　最初の状態Ｊ１では、図３に示した例と同様に、赤ピクセル９ｒは、単位領域Ｔの最も
左上の位置、つまり表示位置の番号が「０」の位置に配置され、緑ピクセル９ｇは、単位
領域Ｔの３段目の左端の位置、つまり表示位置の番号が「８」の位置に配置され、青ピク
セル９ｂは、単位領域Ｔの５段目の左端の位置、つまり表示位置の番号が「１６」の位置
に配置されている。
【００４４】
　黒サブピクセルの表示を開始してからの経過時間が設定時間Ｔ１の値に等しくなると、
つまり６０分経過すると、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂは、そ
れぞれ１ピクセル分右隣に移動し、状態Ｊ２に移る。以後、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル
９ｇおよび青ピクセル９ｂが移動してからの経過時間Ｔ２が設定時間Ｔ１の値に等しくな
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る度に、つまり６０分経過する度に、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル
９ｂは、１ピクセル分右隣に移動する。
【００４５】
　赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂが右端の表示位置に到達した場
合は、いずれも、次に１ピクセル分下側に移動する。緑ピクセル９ｇまたは青ピクセル９
ｂが最も左下の位置つまり表示位置の番号が「２３」の位置に到達した場合は、次に最も
左上の位置つまり表示位置の番号が「０」の位置に移動する。
【００４６】
　赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂは、赤ピクセル９ｒが状態Ｊ２
４の最終位置つまり表示位置の番号が「２３」の位置にくるまで、６０分ごとに移動する
。赤ピクセル９ｒが状態Ｊ２４の位置まできて６０分経過すると、最初の状態Ｊ１の位置
に戻る。したがって、２４時間ですべてのサブピクセルが１時間ずつ黒表示となる。
【００４７】
　すなわち、黒サブピクセルを含むピクセルは、図に示した矢印の方向に１ピクセルずつ
隣接するピクセルの位置に順次移動し、最終位置つまり最も左下の位置までくると最初の
位置つまり最も左上の位置に戻る。この順序が、予め定める順序である。このように、１
ピクセル分ずつ移動するので、変化量を少なくすることができる。
【００４８】
　このように、前記予め定める順序は、単位領域Ｔの大きさによって決まる割合のピクセ
ルの位置を順次隣接するピクセルの位置に移動し、全ピクセルの位置を移動する順序であ
るので、変化量を少なくすることができ、ユーザに違和感を抱かせることなく画像を表示
することができる。
【００４９】
　図６は、残像防止設定画面３１の一例を示す図である。残像防止設定画面３１は、表示
用デバイス２１に表示され、図示しないリモコンによって操作することができる。残像防
止設定画面３１には、「残像防止設定」というタイトルおよび３つの設定項目が表示され
、さらに各設定項目に対応する入力欄が設けられる。
【００５０】
　設定項目は、モード、輝度設定および設定時間がある。図６に示した各入力欄には、モ
ードＭが「１」、輝度設定Ｂが「０」、および設定時間Ｔ１が「１」時間と入力されてい
る。情報の入力は、ポインタ３１１を上下に移動して設定項目を選択し、選択した設定項
目の入力欄に入力する。
【００５１】
　外部記憶部１７は、たとえばハードディスク装置などの不揮発性記憶装置によって構成
され、中央演算部１８によってアクセスさる。外部記憶部１７は、プログラム保存部とデ
ータ保存部とに分かれており、プログラム保存部は、書き換え可能であってもよいし、書
き換え不可能であってもよく、中央演算部１８によって実行される制御プログラムを記憶
する。データ保存部は、内部記憶部１６に記憶される情報と同じ情報、たとえばモードＭ
、輝度設定Ｂ、表示位置Ｐｏｓおよび設定時間Ｔ１などの情報も記憶する。
【００５２】
　選択手段、置換手段および生成手段である中央演算部１８は、たとえばマイクロプロセ
ッサ、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、ＡＳＩＣ（Application Specific 
Integrated Circuit）、またはその他の演算機能を有する回路によって構成され、外部記
憶部１７のプログラム保存部に記憶される制御プログラムを実行することによって、リモ
コン操作処理部１３、シリアル通信処理部１５、表示処理部２０、輝度制御部２２、カウ
ンタａ２３およびカウンタｂ２４を制御する。
【００５３】
　表示用および表示処理用一時記憶部１９は、映像入力端子１１から受け取る画像情報、
ならびに中央演算部１８が処理する表示処理および残像防止処理を行うための情報を記憶
する。表示処理は、画像を表示用デバイス２１に表示するための処理であり、残像防止処
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理は、表示画像の一部のサブピクセルを黒サブピクセルに置換する処理である。
【００５４】
　表示処理部２０は、中央演算部１８から指示される画像情報を、表示用および表示処理
用一時記憶部１９から読み出し、読み出した画像情報を表示用デバイス２１が表示可能な
形式に変換し、変換した画像情報を表示用デバイス２１に送る。
【００５５】
　液晶表示パネルである表示用デバイス２１は、たとえば単純マトリクス型の液晶表示パ
ネルでもよく、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルであってもよく、表示処理部２
０から受け取る画像情報を表示画面に表示する。入力信号の型式は、ＬＶＤＳ（Low
 Voltage Differential Signaling）あるいはＴＴＬ（Transistor-Transistor Logic）な
どであり、その形式は問わない。
【００５６】
　輝度制御部２２は、中央演算部１８からの指示に従って、表示用デバイス２１の輝度を
明るくしたり、暗くしたり制御する。中央演算部１８、表示処理部２０および表示用デバ
イス２１は、表示制御手段である。
【００５７】
　カウンタａ２３は、経過時間Ｔ２をカウントつまり計時するタイマである。経過時間Ｔ
２は、黒サブピクセルが移動してから経過した時間であり、カウンタａ２３は、黒サブピ
クセルが移動したときに「０」にリセットされ、リセットされた後カウントアップされる
。カウンタｂ２３は、経過時間Ｔ３をカウントするタイマである。経過時間Ｔ３は、リモ
コンが操作されてから経過した時間であり、カウンタｂ２３は、リモコンが操作されたと
きに「０」にリセットされ、リセットされた後カウントアップされる。
【００５８】
　図７は、黒サブピクセルの置換を説明するための図である。リモコン操作処理部１３は
、リモコン受光部１２がリモコンから受信した操作情報をリモコン受光部１２から受け取
ると、リモコン受信４１があったことを中央演算部１８に知らせる。
【００５９】
　中央演算部１８は、中断制御４２を行い、タイマ４３をリセットし、タイマ４３による
経過時間Ｔ３の測定を開始する。中断制御４２は、それまで行なっていた残像防止処理を
中断する制御であり、黒サブピクセルを含むピクセルを表示していたピクセルを本来の表
示画像に置換して表示する。タイマ４３は、カウンタａ２３およびカウンタｂ２４である
。
【００６０】
　中央演算部１８は、タイマ４３によって測定した経過時間Ｔ３が一定時間たとえば１５
秒に達すると、カウンタ４４をカウントアップした後、タイマ４３をリセットし、タイマ
４３による経過時間Ｔ２の測定を開始する。中央演算部１８は、タイマ４３によって測定
した経過時間Ｔ２が設定時間Ｔ１に達すると、カウンタ４４をカウントアップする。以後
、タイマ４３による経過時間Ｔ２の測定を繰り返し、経過時間Ｔ２が設定時間Ｔ１に達す
る度に、カウンタ４４をカウントアップする。
【００６１】
　黒表示するサブピクセルの位置情報４５は、表示位置Ｐｏｓであり、カウンタ２４の値
を「２４」で除算した余りの値である。中央演算部１８は、サブピクセルの黒表示処理４
７で、黒表示するサブピクセルの位置情報４５に基づいて、画像情報４６が示す画像のピ
クセルのうち、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび緑ピクセル９ｇに置換するピクセ
ルの位置を計算する。
【００６２】
　そして、中央演算部１８は、画像情報４６が示す画像のピクセルのうち、計算された赤
ピクセル９ｒの位置のピクセルの赤サブピクセル８ｒを黒サブピクセルｋに置換し、計算
された緑ピクセル９ｇの位置のピクセルの緑サブピクセル８ｇを黒サブピクセルｋに置換
し、計算された緑ピクセル９ｇの位置のピクセルの青サブピクセル８ｂを黒サブピクセル
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ｋに置換し、黒サブピクセルｋに置換した画像を液晶表示４８で表示用デバイス２１に表
示する。
【００６３】
　黒サブピクセルへの置換は、オンスクリーンディスプレイ（On-Screen Display；以下
「ＯＳＤ」という）機能を用いて行う。具体的には、中央演算部１８は、計算した位置の
赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび緑ピクセル９ｇに含まれる黒サブピクセルの位置
のサブピクセルのみを黒色とした画像、たとえば図３に示すパターン（以下「ＯＳＤパタ
ーン」という）の画像を生成する。そして、画像情報４６が示す画像に、生成したＯＳＤ
パターンの画像を合成することによって、計算した位置のサブピクセルを黒サブピクセル
に置換する。
【００６４】
　図８は、黒サブピクセルに置換された画像の一例を示す図である。図８（ａ）は、中央
演算部１８が、内部記憶部１６に記憶される表示位置Ｐｏｓが「０」のときに、表示位置
Ｐｏｓに基づいて、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂを配置する位
置を算出し、算出した位置に赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９ｇおよび青ピクセル９ｂを配
置した画像５０である。
【００６５】
　図８（ｂ）は、表示すべき元の表示画像５１である。図８（ｃ）は、図８（ｂ）に示し
た元の表示画像５１のピクセルのうち、図８（ａ）に示した画像５０の赤ピクセル９ｒの
位置にある赤サブピクセル８ｒ、緑ピクセル９ｇの位置にある緑サブピクセル８ｇ、およ
び青ピクセル９ｂの位置にある青サブピクセル８ｂを黒サブピクセルｋに置換した画像５
２である。
【００６６】
　このように、中央演算部１８によって、画像の一部が他の画像に置換され、中央演算部
１８によって、中央演算部１８によって選択されたピクセルを構成するサブピクセルの１
つを黒色とした画像が生成され、中央演算部１８、表示処理部２０および表示用デバイス
２１は、中央演算部１８によって、表示すべき画像の一部が中央演算部１８によって生成
された画像に置換させ、中央演算部１８によって一部が置換された画像が表示画面に表示
させるので、オンスクリーンディスプレイ機能を有する表示装置に容易に適用することが
できる。
【００６７】
　図９は、中央演算部１８によって実行される残像防止処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。表示装置１の電源が投入され、動作可能状態になると、ステップＡ１に移る
。
【００６８】
　ステップＡ１では、各変数を初期化する。具体的には、表示位置Ｐｏｓ、経過時間Ｔ２
を計時するカウンタａ２３、および経過時間Ｔ３を計時するカウンタｂ２４に「０」を代
入する。ステップＡ２では、黒サブピクセルを表示するか否かを判定する。モードＭが「
０」でないと、黒サブピクセルを表示すると判定し、ステップＡ４に進み、モードＭが「
０」であると、黒サブピクセルを表示しないと判定し、ステップＡ３に進む。
【００６９】
　ステップＡ３では、通常の表示を行い、すなわち残像を防止するための処理を行わずに
表示して、ステップＡ２に戻る。ステップＡ４では、モード１処理を呼び出して実行する
。ステップＡ５では、モード１処理で生成された画像を、表示処理部２０によって表示用
デバイス２１に表示させ、ステップＡ２に戻る。
【００７０】
　図１０は、中央演算部１８によって実行されるモード１処理の処理手順を示すフローチ
ャートである。モード１処理では、黒サブピクセルに置換した画像を生成し、リモコン操
作があった場合は、一時的に黒サブピクセルの置換を中断する。図９に示したフローチャ
ートのステップＡ４で呼び出されると、ステップＢ１に移る。
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【００７１】
　ステップＢ１では、最終リモコン操作後、一定時間、たとえば１５秒経過したか否かを
判定する。最終リモコン操作後、一定時間経過したときは、ステップＢ４に進み、最終リ
モコン操作後、一定時間経過していないときは、ステップＢ２に進む。ステップＢ２では
、設定変更があるか否かを判定する。残像防止設定画面３１で設定変更が行なわれると、
設定変更があると判定し、ステップＢ５に進み、残像防止設定画面３１で設定変更が行な
われないと、設定変更がないと判定し、ステップＢ３に進む。
【００７２】
　ステップＢ３では、リモコン操作があるか否かを判定する。リモコン操作処理部１３か
ら、リモコンからの操作情報を受け取ると、リモコン操作があったと判定し、ステップＢ
７に進み、リモコン操作処理部１３から、リモコンからの操作情報を受け取らないと、リ
モコン操作がないと判定し、モード１処理を終了する。
【００７３】
　ステップＢ４では、関数Ａ処理を呼び出して実行した後、ステップＢ２に進む。ステッ
プＢ４で呼び出す関数Ａ処理は、リモコン操作が最後に行われてから一定時間が経過した
とき、黒サブピクセル表示を再開するために行う処理で、黒サブピクセル表示を中断した
ときの黒サブピクセルを表示した位置から再開する。したがって、黒サブピクセル表示の
中断があっても、どのサブピクセルに対しても均一に黒表示を行い、残像防止効果が偏ら
ないようにすることができる。
【００７４】
　ステップＢ５では、表示位置および経過時間を初期化する。具体的には、表示位置Ｐｏ
ｓおよび経過時間Ｔ２を計時するカウンタａ２３に「０」を代入する。設定変更があった
場合は、黒サブピクセルの表示を初期状態から再開するために、表示位置Ｐｏｓおよび経
過時間Ｔ２を計時するカウンタａ２３を初期化する。ステップＢ６では、関数Ａ処理を呼
び出して実行した後、ステップＢ３に進む。
【００７５】
　ステップＢ７では、黒サブピクセル表示を中断する。具体的には、表示画像に対する黒
サブピクセルの置換を行わずに表示する。したがって、リモコン操作を行なうことによっ
て、黒サブピクセル表示を中断することができる。ステップＢ８では、輝度を上げている
か否かを判定する。内部記憶部１６に記憶される輝度設定Ｂが「１」であると、輝度を上
げていると判定し、ステップＢ９に進み、内部記憶部１６に記憶される輝度設定Ｂが「０
」であると、輝度を上げていないと判定し、ステップＢ１０に進む。
【００７６】
　ステップＢ９では、輝度を元に戻す。ステップＢ１０では、リモコンからの操作情報が
示す指示内容を実行する。たとえば、残像防止設定のモードＭ、輝度設定Ｂおよび設定時
間Ｔ１を指示内容に設定しなおす処理を実行する。ステップＢ１１では、経過時間をクリ
アして、モード１処理を終了する。具体的には、経過時間Ｔ３を計時するカウンタｂ２４
に「０」を代入して、モード１処理を終了する。
【００７７】
　図１１は、中央演算部１８によって実行される関数Ａ処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。関数Ａ処理は、予め定める時間つまり設定時間Ｔ１が経過する度に、黒サブ
ピクセルの表示位置を移動し、輝度を制御する処理である。図１０に示したフローチャー
トのステップＢ４またはステップＢ６で呼び出されると、ステップＣ１に移る。
【００７８】
　ステップＣ１では、設定時間と同じ時間が経過したか否かを判定する。カウンタａ２３
によって計時される経過時間Ｔ２が設定時間Ｔ１を超えると、設定時間と同じ時間が経過
したと判定し、ステップＣ４に進み、カウンタａ２３によって計時される経過時間Ｔ２が
設定時間Ｔ１以下であると、設定時間と同じ時間が経過していないと判定し、ステップＣ
２に進む。ステップＣ２では、輝度設定チェックを行なう。すなわち、内部記憶部１６に
記憶される輝度設定Ｂが「０」であるか否かを判定する。輝度設定Ｂが「０」でないと、
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ステップＣ８に進み、輝度設定Ｂが「０」であると、ステップＣ３に進む。ステップＣ３
では、サブピクセルの黒塗処理を呼び出して実行した後、関数Ａ処理を終了する。
【００７９】
　ステップＣ４では、表示チェックを行う。すなわち、内部記憶部１６に記憶される表示
位置Ｐｏｓの値が「２３」未満であるか否かを判定する。表示位置Ｐｏｓの値が「２３」
未満であると、ステップＣ７に進み、表示位置Ｐｏｓの値が「２３」未満でないと、ステ
ップＣ５に進む。ステップＣ５では、表示位置を初期化する。具体的には、表示位置Ｐｏ
ｓに「０」を代入する。
【００８０】
　ステップＣ６では、経過時間Ｔ２をクリアし、ステップＣ２に進む。具体的には、経過
時間Ｔ２を計時するカウンタａ２３に「０」を代入し、ステップＣ２に進む。リモコン操
作で黒サブピクセルの表示を中断したとき、その中断時間が設定時間Ｔ１よりも短い場合
は、経過時間Ｔ２をクリアせずに継続してもよい。
【００８１】
　ステップＣ７では、表示位置を「１」増やし、ステップＣ６に進む。具体的には、表示
位置Ｐｏｓに「１」を加算し、ステップＣ６に進む。ステップＣ８では、輝度を上げて、
ステップＣ３に進む。ステップＣ１、ステップＣ４～ステップＣ７は、選択ステップであ
る。図９に示したフローチャートのステップＡ５、およびステップＣ３は、表示制御ステ
ップである。
【００８２】
　図１２は、中央演算部１８によって実行されるサブピクセルの黒塗処理の処理手順を示
すフローチャートである。サブピクセルの黒塗処理は、表示画像のピクセルのうち、表示
位置Ｐｏｓに基づいて算出される位置にあるピクセルを、赤ピクセル９ｒ、緑ピクセル９
ｇまたは青ピクセル９ｂとする。図１１に示したフローチャートのステップＣ３で呼び出
されると、ステップＤ１に移る。
【００８３】
　ステップＤ１では、変数を初期化する。具体的には、画面の最も左上の位置を原点とす
るＸＹ座標における水平方向の位置を示す変数Ｘ、および垂直方向の位置を示す変数Ｙに
「０」を代入する。ステップＤ２では、変数Ｙがパネルつまり表示用デバイス２１の垂直
方向の解像度未満であるか否かを判定する。変数Ｙが表示用デバイス２１の垂直方向の解
像度未満であると、ステップＤ３に進み、変数Ｙが表示用デバイス２１の垂直方向の解像
度未満でないと、黒塗処理を終了する。
【００８４】
　ステップＤ３では、変数Ｘに「０」を代入する。ステップＤ４では、変数Ｘがパネルつ
まり表示用デバイス２１の水平方向の解像度未満であるか否かを判定する。変数Ｘがパネ
ルつまり表示用デバイス２１の水平方向の解像度未満であると、ステップＤ５に進み、変
数Ｘがパネルつまり表示用デバイス２１の水平方向の解像度未満でないと、ステップＤ７
に進む。ステップＤ５では、座標（Ｘ，Ｙ）のピクセルＮｏ．を取得する。具体的には、
座標（Ｘ，Ｙ）の位置が単位領域Ｔ内のどの表示位置に対応するかを算出する。
【００８５】
　ステップＤ６では、座標（Ｘ，Ｙ）が赤ピクセルの位置であるか否かを判定する。座標
（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求め
られる赤ピクセル９ｒを表示する位置であると、座標（Ｘ，Ｙ）が赤ピクセルの位置であ
ると判定し、ステップＤ１１に進み、座標（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部
１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求められる赤ピクセル９ｒを表示する位置でないと
、座標（Ｘ，Ｙ）が赤ピクセルの位置でないと判定し、ステップＤ７に進む。
【００８６】
　ステップＤ７では、座標（Ｘ，Ｙ）が緑ピクセルの位置であるか否かを判定する。座標
（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求め
られる緑ピクセル９ｇを表示する位置であると、座標（Ｘ，Ｙ）が緑ピクセルの位置であ
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ると判定し、ステップＤ１２に進み、座標（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部
１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求められる緑ピクセル９ｇを表示する位置でないと
、座標（Ｘ，Ｙ）が緑ピクセルの位置でないと判定し、ステップＤ８に進む。
【００８７】
　ステップＤ８では、座標（Ｘ，Ｙ）が青ピクセルの位置であるか否かを判定する。座標
（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求め
られる青ピクセル９ｂを表示する位置であると、座標（Ｘ，Ｙ）が青ピクセルの位置であ
ると判定し、ステップＤ１３に進み、座標（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置が、内部記憶部
１６に記憶される表示位置Ｐｏｓから求められる青ピクセル９ｂを表示する位置でないと
、座標（Ｘ，Ｙ）が青ピクセルの位置でないと判定し、ステップＤ９に進む。
【００８８】
　ステップＤ９では、変数Ｘに「１」を加算して、ステップＤ４に戻る。ステップＤ１０
では、変数Ｙに「１」を加算して、ステップＤ２に戻る。ステップＤ１１では、座標（Ｘ
, Ｙ）の赤色を表示するサブピクセルを黒表示して、すなわち、座標（Ｘ，Ｙ）に対応す
る表示位置にあるピクセルの赤サブピクセル８ｒを黒サブピクセルに置換して、ステップ
Ｄ９に進む。
【００８９】
　ステップＤ１２では、座標（Ｘ, Ｙ）の緑色を表示するサブピクセルを黒表示して、す
なわち、座標（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置にあるピクセルの緑サブピクセル８ｇを黒サ
ブピクセルに置換して、ステップＤ９に進む。ステップＤ１３では、座標（Ｘ, Ｙ）の青
色を表示するサブピクセルを黒表示して、すなわち、座標（Ｘ，Ｙ）に対応する表示位置
にあるピクセルの青サブピクセル８ｂを黒サブピクセルに置換して、ステップＤ９に進む
。
【００９０】
　図１３は、黒サブピクセル８ｋと黒ピクセル９ｋとを示す図である。図１３（ａ）は、
グレーのピクセル９ｈを表示する表示画像に、黒サブピクセル８ｋを含むピクセルを合成
した画像５３である。図１３（ｂ）は、図１３（ａ）に示した領域５３ａにあるピクセル
を拡大した画像である。
【００９１】
　図１３に示したグレーのピクセル９ｈは、ピクセルを構成する３つのサブピクセル、つ
まり赤サブピクセル８ｒ、緑サブピクセル８ｇおよび青サブピクセル８ｂの明度を、整数
「０」～「２５５」の２５６段階で表すと、（１２８，１２８，１２８）である。第１番
目の数字は、赤サブピクセル８ｒの明度であり、第２番目の数字は、緑サブピクセル８ｇ
の明度であり、第３番目の数字は、青サブピクセル８ｂの明度である。明度「０」が最も
暗く、明度「２５５」が最も明るい。
【００９２】
　図１３（ａ）に示した黒サブピクセルｋを含むピクセルには、シアンのピクセル９ｃ、
マゼンタのピクセル９ｍ、およびイエローのピクセル９ｙがある。シアンのピクセル９ｃ
の明度は（０，１２８，１２８）であり、マゼンタのピクセル９ｍの明度は（１２８，０
，１２８）であり、イエローのピクセル９ｙの明度は（１２８，１２８，０）である。
【００９３】
　黒サブピクセルｋを含むピクセルが配置される位置は、図３に示した単位領域Ｔと同じ
位置に配置されている。シアンのピクセル９ｃは、図３に示した赤ピクセル９ｒの位置で
あり、マゼンタのピクセル９ｍは、図３に示した緑ピクセル９ｇの位置であり、イエロー
のピクセル９ｙは、図３に示した青ピクセル９ｂの位置である。
【００９４】
　図１３（ｃ）は、グレーのピクセル９ｈを表示する表示画像に、ピクセル単位で黒表示
を行った黒ピクセル９ｋを合成した画像５４である。図１３（ｄ）は、図１３（ｃ）に示
した領域５４ａにあるピクセルを拡大した画像である。
【００９５】
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　すべてのサブピクセルまたはピクセルを、２４時間のうちに１時間黒表示し、図１３（
ｃ）に示した画像５４の単位領域Ｔの大きさを図３に示した単位領域Ｔと同じであるとす
ると、単位領域Ｔ内の黒ピクセルの数は、１個であり、単位領域Ｔ内の黒サブピクセルを
含むピクセルの数３個の１／３になるが、黒サブピクセルを用いて表示したほうが、黒表
示が目立ちにくくなる。
【００９６】
　このように、中央演算部１８によって、表示用デバイス２１の表示画面を構成する、複
数のサブピクセルから構成される複数のピクセルのうち単位領域Ｔの大きさによって決ま
る割合のピクセルが、設定時間Ｔ１が経過するごとに、選択するピクセルの位置を、１ピ
クセルずつ隣接するピクセルの位置に順次移動し、最終位置までくると最初の位置に戻る
順序で変化させて選択され、中央演算部１８、表示処理部２０および表示用デバイス２１
によって、中央演算部１８によって選択された各ピクセルを構成するサブピクセルのうち
の１つのサブピクセルを非表示にして、画像が表示画面に表示される。
【００９７】
　したがって、表示用デバイス２１の表示画面を構成する画素つまりピクセルのうち予め
定める割合のピクセルを構成するサブピクセルのみ黒表示にして順次移動するので、画面
全体の表示内容を常時判断することができる状態で残像現象を防止することができる。
【００９８】
　さらに、ピクセルは、赤色を表示するための赤サブピクセル８ｒ、緑色を表示するため
の緑サブピクセル８ｇ、および青色を表示するための青サブピクセル８ｂから成り、
　中央演算部１８、表示処理部２０および表示用デバイス２１によって、中央演算部１８
によって選択される複数のピクセルのうちの１／３の数の赤ピクセル９ｒに含まれる赤サ
ブピクセル８ｒが非表示にされ、中央演算部１８によって選択される複数のピクセルのう
ちの１／３の数であり、かつ赤ピクセル９ｒと異なる緑ピクセル９ｇに含まれる緑サブピ
クセル８ｇが非表示にされ、中央演算部１８によって選択される複数のピクセルのうちの
１／３の数であり、かつ赤ピクセル９ｒおよび緑ピクセル９ｇと異なる青ピクセル９ｂに
含まれる青サブピクセル８ｂが非表示にされて、画像が表示画面に表示されるので、赤、
緑および青の３原色を用いて表示する表示装置で、画面全体の表示内容を常時判断するこ
とができる状態で残像現象を防止することができる。
【００９９】
　さらに、図１１に示したフローチャートのステップＣ１、ステップＣ４～ステップＣ７
では、表示用デバイス２１の表示画面を構成する、複数のサブピクセルから構成される複
数のピクセルのうち、単位領域Ｔの大きさによって決まる割合のピクセルを、設定時間Ｔ
１が経過するごとに、選択するピクセルの位置を、１ピクセルずつ隣接するピクセルの位
置に順次移動し、最終位置までくると最初の位置に戻る順序で変化させて選択する。そし
て、図９に示したフローチャートのステップＡ５、および図１１に示したフローチャート
のステップＣ３では、図１１に示したフローチャートのステップＣ１、ステップＣ４～ス
テップＣ７で選択された各ピクセルを構成するサブピクセルのうちの１つのサブピクセル
を非表示にして、画像を表示画面に表示する。
【０１００】
　したがって、本発明に係る表示方法を適用すれば、表示用デバイス２１の表示画面を構
成する画素つまりピクセルのうち予め定める割合のピクセルを構成するサブピクセルのみ
を黒表示にして順次移動するので、画面全体の表示内容を常時判断することができる状態
で残像現象を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本発明の実施の一形態である表示装置１の構成を示すブロック図である。
【図２】サブピクセルを模式的に示す図である。
【図３】モードＭが「１」のときの表示画面３０の一部を模式的に示す図である。
【図４】単位領域Ｔ内の表示位置を示す図である。
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【図５】設定時間Ｔ１ごとに単位領域Ｔ内を移動する黒サブピクセルの一例を示す図であ
る。
【図６】残像防止設定画面３１の一例を示す図である。
【図７】黒サブピクセルの置換を説明するための図である。
【図８】黒サブピクセルに置換された画像の一例を示す図である。
【図９】中央演算部１８によって実行される残像防止処理の処理手順を示すフローチャー
トである。
【図１０】中央演算部１８によって実行されるモード１処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図１１】中央演算部１８によって実行される関数Ａ処理の処理手順を示すフローチャー
トである。
【図１２】中央演算部１８によって実行されるサブピクセルの黒塗処理の処理手順を示す
フローチャートである。
【図１３】黒サブピクセル８ｋと黒ピクセル９ｋとを示す図である。
【図１４Ａ】焼き付きなどの問題を防止する従来の技術の例を示す図である。
【図１４Ｂ】焼き付きなどの問題を防止する従来の技術の例を示す図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１　表示装置
　８　サブピクセル
　９　ピクセル
　１１　映像入力端子
　１２　リモコン受光部
　１３　リモコン操作処理部
　１４　シリアルＩ／Ｆ部
　１５　シリアル通信処理部
　１６　内部記憶部
　１７　外部記憶部
　１８　中央演算部
　１９　表示用および表示処理用一時記憶部
　２０　表示処理部
　２１　表示用デバイス
　２２　輝度制御部
　２３，２４　カウンタ
　３０　表示画面
　３１　残像防止設定画面
　５１　表示画像
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